
本給湯器CTXF-MV-SS型は、蒸気と水を混合して温水を製造し、タンクや容器に比較的高い

温度の温水（60～90℃）を供給する為の、汽水混合型給湯器です。給湯方式は、汽水混合器

（SWH）の１次側で蒸気と給水の電動2方弁を同時に開閉するタンデム元止め式です。

温度調整の為の蒸気・水各流量調整弁を電動2方弁とは別に設けているので、タンクの水位

制御や遠隔スイッチによる出停操作で必要な温水を得る事が出来ます。

本給湯器はタンデム元止め方式で、温水出口側で開閉する「先止め」では使用出来ません。

※水位計や水位制御盤、遠隔スイッチ等は

　付属しておりません。

※取付姿勢：垂直（流れ方向：上→下）

高温水専用タンデム型給湯器　CTXF-MV-SS型 　取扱説明書

株式会社 日本レオナード商会

Ⅰ－ 装置の概要

Ⅱ－ 各部名称と材質
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※2

※2

※1

※ 過熱蒸気は使用不可

※1 蒸気流量が上記表の数値以下になる条件では使用出来ません。

※2 いずれも安定した一定圧力であること。

　　供給圧力が変動すると温水温度や流量も変動しますのでご留意下さい。

A B C D E F G H I J K L

185 800 105 130 310 290 20 40 140 75 20 40

200 930 115 160 340 320 20 40 140 75 20 40

250 1110 122 160 420 370 25 40 200 75 20 40

270 1175 127 227 470 420 25 40 200 75 20 40

325 1275 135 227 525 475 25 40 200 75 20 40

機種／寸法

CTXF-1-MV-SS

CTXF-2-MV-SS

CTXF-3-MV-SS

CTXF-4-MV-SS

CTXF-5-MV-SS

1 2 3 4 5

最高使用圧力（MPa）

最低使用圧力（MPa）

蒸気・給水共　0.5

型式：CTXF-MV-SS

最低蒸気流量 (kg/hr.)

蒸気・給水共　0.1

80 135 170 230 400

温度調整範囲（℃） 60～90

温水出口径（A）
20 25 32 40 50

接続口径（A）

Ⅲ－ 仕様

Ⅳ－ 寸法

※単位（mm）
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　　流量表に示される圧力は、使用中に実際に得られる蒸気の作動時圧力です。

　　作動時圧力は静止時圧力より降下する事が避けられませんので、静止時圧力より流量を

　　推定するには、表より求められる流量に0.7を掛けた値を流量の目安にして下さい。

　※右表は汽水混合器(SWH)のみ

　　の流量、圧力損失特性です。

　　CTXF-SSユニットの表では

　　ありませんのでご留意下さい。

Ⅴ－ 流量

Ⅵ－ 給水圧力損失表

グラフは汽水混合器（SWH）

出口が開放排出（背圧ゼロ）

作動時圧力での流量表です。
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●本給湯器出口側にはバルブを絶対に取付けないで下さい。

　本給湯器は出口側で開閉する”先止め”で使用は出来ません。必ず出口開放でご使用下さい。

●本給湯器出口側に背圧がかかる使用状況、例えばスプレーノズル等での給湯の場合、条件に

　よっては蒸気が本給湯器に流入しない事や、ハンマリング（不連続凝縮）が発生する事が

　ある為、使用出来ません。

●使用中に温水流量を調整すると温度が変わりますのでご留意下さい。

●本給湯器はサーモスタット構造ではなく、ラッシュリングを用いた温度調整機構です。

　温水温度を安定させる為には、減圧弁等で蒸気並びに給水の圧力を一定にして下さい。

●90℃の高温水を製造する時は、本給湯器出口側に約1m程度のパイプを取付けて下さい。

　

※ 取付姿勢：垂直（流れ：上→下）

※ 蒸気ドレンは本給湯器手前で

抜いて下さい。

※ 伸縮ストレスがかからない様

フレキ等を用いて設置して下

さい。

※ 本給湯器を付属の取付ブラケット

で架台や壁面にしっかりと取付け

て固定して下さい。

※ 本給湯器付近に仕切弁(元弁)

を必ず設置して下さい。

※ 蒸気並びに給水配管には圧力計

を設置して下さい。

Ⅶ－ 重要事項

Ⅷ－ 設置例

蒸気減圧弁 ① 給水減圧弁 ②

③
④

① 蒸気減圧弁は所定の二次圧で

必要流量が確保出来る物を

選定して下さい。

② 給水減圧弁は所定の二次圧で

必要流量を流す事が出来る 物を選定して下さい。

③ 本給湯器出口側にバルブを絶対に取付けないで下さい。

出口側で開閉する使い方は出来ません。

④ 温水の出口は本給湯器から出来れば 1m 程度離して下さい。
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●温水温度の設定方法

a．蒸気と給水が所定の圧力で供給されているか

　  確認して下さい。

b．蒸気流量調整弁並びに給水流量調整弁を閉に

　  して下さい。

c．蒸気・給水の各電動弁を開にして下さい。

d．給水流量調整弁を必要水量が得られるまで

　  開いて下さい。

e．蒸気流量調整弁を必要温度が得られるまで

　  徐々に開いて下さい。

f． 蒸気流量調整弁を全開にしても必要温度が 得られない場合は、必要温度が得られるまで

　  蒸気圧力を仕様条件内で上げていく、もしくは給水流量調整弁を絞っていって下さい。 

g．温度調整が完了すれば、各調整弁開度はそのままにして各電動弁を閉にして下さい。
　  

●使用方法

a．蒸気並びに給水の各電動弁を開いて下さい。（電動弁の開閉速度は蒸気・給水とも同じです）

　  蒸気・給水の各供給圧力が一定の場合、各流量調整弁の開度を一度決めると、前回使用時と

　 同じ 温水温度を得ることが出来ます。

  　

b．温水を止めるには各電動弁を閉じて下さい。

　  長く使用されない場合は、蒸気･給水の仕切弁（元弁）を閉じて下さい。

●注意

a．温水温度を確認してから使用して下さい。

b．供給圧力が変動すると温水温度や流量も変動しますのでご留意下さい。

c．長期間使用されず再使用する場合は、上記の温水温度の 設定方法と同じ手順を再度行って下さい。

　 

Ⅸ－ 操作方法
蒸気流量調整弁

給水流量調整弁

閉
閉

開

開
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Ⅹ－ 電動弁の仕様
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Memo
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